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大

童

信

蔵

一
、
燃
ゆ
る
愛
機
に
　
　
共
身
り
だ
ね

手
巾
ふ
う
つ
ゝ
　
　
落
ち
ゆ
く
君

落
つ
る
は
い
づ
こ
　
　
深
き
敵
地

笑
み
て
落
ち
り
く
　
　
鳴
呼
凄
批
鳴
呼
凄
批
。

二
，
き
ヽ
し
母
君
　
　
端
座
自
若

「
供
げ
し
我
子
　
　
君
の
御
鴛
め

よ
く
ぞ
霜
せ
る
」
　

と
辞
色
不
動

眼
を
開
づ
る
　
　
鳴
呼
凄
批
鳴
呼
凄
批
。

三
、
水
菫
溝
く
　
　
筆
に
流
し

彼
れ
に
代
り
て
　
　
謝
す
る
皇
恩

名
は
梅
林
　
　
花
と
共
の
賓

代
々
に
薫
る
よ
　
　
鳴
呼
凄
壮
鳴
呼
凄
批
。

航

空
　
除

一
、
銀
翼
燦
た
り

重
き
任
務
を

行
く
て
は

．

進
む
日
本
の

二
、
旭
日
輝
く

進
む
前
途
に

行
け
行
け

仇
な
す
や
か
ら

二
、
東
洋
平
和
は

天
興
の
使
命

行
り
行
け

正
義
日
本
の

大
基
を

指
ひ
つ
ヽ

何
虚
颯
爽
と

航
室
除

大
日
本

敵
は
な
し

勇
士
悠
々
ピ

う
ち
懲
ら
せ
。

日
本
の

今
こ
そ
は

勇
士
薇
然
と

般
塞
隊
。
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